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～狙芦ノ湖周辺公共下水道仙石原終末処理場設置

　　　に対する植生学的な諸提案

1．　湿原植物群落を中心とする箱根仙石原の水系と，湿原植物群落に与えられる

　　諸要因

　箱根仙石原湿原植物群落が，すでに昭和9年（1934年）に国指定の天然記念物に指定された大

きな理由の一つとして，湿原植物群落の生態学的，植物学身重と共に，むしろ首都圏の中心部東

京，横浜からわずか100数km以内の地域に，この様な湿原植生が発達していることが大きな要素

となっていたと考えられる。

　この様な大都市の近くに位置している仙石原湿原植生は，したがって，指定されてすでに50年

近くの時間の経過の閥に，小面積で指定されている地区内は直接の破壊，人為的干渉はまぬがれ

ている。しかし，周辺部には，森林伐採，道路建設，別荘開発など様々な人為的干渉が加えられ

てきた。

　これからの各種の人間活動の結果が，天然記念物指定地区内はもとより，それに続く仙石原湿

原全体の乾燥化，窟養化をもたらしている。

　とくセこ仙石原湿原の南側に位置する台ケ墨取斜面やその周辺部の県道湯河原箱根仙石原線の建

設や別荘開発による水系の遮断，機械的な県道下の土管による一箇所からの集中給水による富養

なミネラル水の流入，湿原内の流水が早すぎることなどによる湿原植生の変化が強要されている

ところに大きな問題がある。

　今後，湿原の水供給源にあたると考えられる台ケ岳南斜面をはじめ，海抜高度の同一頭高の，

広域的な集水域の保全がきわめて重要である。これ以上湿原への水供給源や水分収支のバランス

を破壊しないためには，湿原および，その上部の水系の維持がきわめて重要である。

　同時に，湿原より下位部の開発，とくに地下水の低下をもたらす様な大規模な掘削は，指定地

やその周辺の湿原保護区：外であっても，きわめて慎重に行われなけれぽならない。植生，とくに

湿原植生の様な生育環境の変化に敏感な植生は，一度破壊されると復元に長い時間を要する。た

とえぽオオミズゴケ群落，イトイヌノヒゲ群落などは水位，水質のわずかな変化にも容易に消滅

の危険にさらされる。

　したがって，水位，水流，水質の何れにも全く影響を与えない様に，たえず水関係と植生関係

の両面からの慎重な調査，監視が必要である。しかも，一時的にも干上るほどの乾燥，水位の低

下をもたらすと大部分の湿原植生は枯死し，他の植生への変化などの敏感な影響を与える。

　湿原内への立入り，あるいは資料その他をおくなどのあらゆる人為的干渉を排除することも，

きわめて重要な前提である。湿原植生を維持するためのすべての要因や，その時間的，空間的な

相互関係については，まだ未知の分野も少なくない。さらに生態学的，植物社会学的，また立地
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条件の側からの研究を深めると共に，水位，水質，水の働き，腐植，ミネラル（無機物）などの

あらゆる立地条件が湿原植生の成立・存続・変化あるいは消滅に影響している。それは，個々の

要因の変化だけでなく，その全体システムとしての相互の関連が湿原植生の存続を決定する基本

要因といえる。

2．施設設置時における諸提案

　国指定湿原植物群落や周辺部の湿原保護区域における公共下水道仙石原終末処理場設置に際し

ても，できるだけ慎重な計画・実施が提案される。とくに以下の各項日についての留意が必要で

ある。

　1）　工事申の諸注意

　　G）工事施行による植生や環境変化の予測

　湿原の天然記念物や保護区外での工事，水位や海抜高度の低い地区における下水道終末処理場

建設工事に際しても，工事とくに大規模な地面堀削工事に際して，地下水位や水系，土壌水分収

支などにどんな影響をもたらす危険性があるかわからない。したがって，他に適地が見当らず止

むを得ず行われる建設工事であっても，工事着工直前まで植生，地下水位，水系，流路，水質な

どを主とした十分な予測調査，アセスメントが前提となる＊。

　　（2）　工蜜施行中に監視すべき植物や植物群落

　工事の施工中に，地下の心癖などによって，水位の低下，あるいは土壌の乾燥，水質の変化な

どが生じた場合に，湿原植物や湿原植生は，もっとも敏感な生きている警報装置として，生育停

止，萎縮，枯死，植生の交代などの反応を示す。したがって，工事前に行われた虚報の天然記念

物指定区域内や湿原全体の植生調査結果，植生図を鏡として，工事中の反復現地踏査を繰り返し

ながら立地条件，とくに水位の低下，地下水系の変化，土壌の乾燥化，水質変化と植生の影響の

継続調査を行う。

　また，定点観測，永久方形区法などによって，各典型的植生や重要度の高いオオミズゴケ，コ

イヌノハナヒゲ，ムラサキミミカキグサなどの各櫃物の種の生育状況を継続的に現地調査する。

　湿原内は土壌断面調査などによって，立地をあまり改変しないで，植物や植生の変化を継続調

査して，生きた警報装置による自然環境や植物，植生に対する工事の影響を慎重に監視すること

が必要である。

　　（3）　水生植生などに影響があらわれた場合の対策

　指標植物や永久：方形区域の植生に季節的な変化や遷移的移行などの自然界における通常の動態

を超えて，たとえば水生植物の枯死，・植生の急激な変化，乾燥化，遷移などの変化があらわれた

＊湿原および周辺部の水系，水位，地質，地形などについては別に神奈川県（1978）によって調査が行わ

　れている。
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場合には，直ちに対応していると考えられる立地条件の調査を行う。また，地下水位，流水の変

化や土壌が急激に乾燥化しはじめるなどの影響がみられた場合セこは対応植生や水分条件，立地条

件の変化に敏感な指標植物や対応植生の調査を行う。この様にして植生全体と立地条件との相互

の対応因果関係を究明する。

　水位の変動，水質の変化，地下水の低下などが著しく見られた場合には，直ちに対応策を生態

学的，土木的に計画実施する。できるだけ速やかに水位の保持，地下水位を上げるための，たと

えぽ土中に遮へい膜を形成するなどの配慮を行う。

　：万一，広い範囲にわたって湿原植生の枯死や，急激な湿原植生の荒廃，変化，破壊などが生じ

た場合，あるいは生じはじめた場合には，全力をあげて原因究明と対策に着手する。最：悪の場合

には，一時工事を中止して原因究明，積極的対策が行われる必要がある。

3．　施設周辺の環境保全林創造

　1）　環境保全林形成の必要性

　今回計蔵されている芦ノ湖周辺公共下水道仙石原終末処理場が設置される場所は，仙石原の国

指定天然記念物指定地から湯沢川を距てた下流側北西約1，000mの位置にある。

　現存植生図でも明かな様に，ほとんど裸地化しているヘリポート跡地と，その周辺のハコネダ

ケ群落を主とした二次草地である。したがって，現状は富士箱根国立公園内としては，きわめて

質の低い植生状態にある。

　また新しく建設される公共下水道仙石原終末処理場施設の大部分が景観上の配慮から地階ある

いは半地下方式であっても，当然地表部にも建造物の高さ20m，長さ200mが露呈する。したが

って，現在荒廃している周辺部の植生の潜在自然植生に近い樹林への回復が必要である。また地

上部に露出している終末処理場施設をある程度緑の植生でしゃへいするという：景観上の配慮から

も施設の周辺の積極的な環境保全林の形成が強く望まれる。

　しかし，都市部などに従来しぼしぼ画一的に行われた芝生や花木だけによる，いわゆる緑化だ

けでは不十分である。天下の国立公園箱根の自然にふさわしく，潜在自然植生の顕在化に努める

ことが基本になる。とくに現在計画実施されている国立公園内の施設としては，規模の大きすぎ

るほどの施設の建設には，ある程度の自然の変化，現状変更を伴う。

　施設地域全体の自然度を深め，自然環境と植生を中心とした生物群集の均衡を保つためにも立

地本来のコナラ，ミズナラ，ヤマボウシ，ヒメシャラなどの高木を主とした環境保全林が工事計

画の一部として計画の当初から組み入れられる。全体工事の枠内でおくれない様にくヒ生きた構築

材料一植生一一”も十分使いこんで，施設の建設と同時に環境保全：林の形成，仙石原周辺周有

の豊かで，多彩な郷土林による自然環境の創造が期待される。　　　　　　　　　　　（宮脇）

2）　環境保全林創造に対する具体的諸提案
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　　G）　現存植生の利用

　仙石原地区には，自然及び代償の森林植生が各地に小面積ながら刃状に残されている。箱根山

地は，国立公園とはいえ自然林は内輪山や，外輪山では金時山頂付近，白銀山などにしか残され

ていない。その大部分が人為的影響とつりあった二次林や植林である。しかし，冬季の低温，強

い季節風などの厳しい自然環境は，仙石原に生育する植生を制限し，生育可能種が生き残り持続

した半自然景観や，代償景観を形成している。したがって，新しく開発を行なう際には，現在残

されている植生を十分に活用し，なるべく変形，破壊しないことを基本条件に考えたい。開発し

て，森林を伐採する場合は，残された林分に対しマント群落を形成すること，さらに周辺の自然

に調和した景観を形成するようなみどりの復元，積極的な創造を計画に入れることが最低条件と

して必要とされる。

　　（2）　表層土の保全・復元

　建設省都市計画法33条で1975年に規定されているように本来造成などにより地形が変形される

際には表層土を復元することが義務づけられている。表層土には，植生が形成した有機物が含ま

れているだけではなく，森林などの植生を支える土中の有機物を分解，還元する小動物，微生物

も数多く含まれている。

　森林において樹林などの植物が土壌から根群を使い養分を吸治するのは地表よりおよそ35c醗の

深さまでと言われ，この表層土壌を母土壌（Mutter－Boden）と呼ばれドイツではすでに工事規格

により一般の工事では必ず取り除き保存され，工事完成後に復元するこどが規定されている。

　表層土を保持するためには，低い台形状やかまぽ状に幅2～4mで幾条にも帯状に積み重ねて

おく。できるだけ空気にふれる部分を多くし，表面に雑草が生育するようになると，保存された

土壌も安定する。保存した土壌を施設周辺，道路沿い斜面などの保全林形成予定地，あるいは，

植物の植栽予定地には，強くおさえないで自然勾配で保つ程度のかたさで復元することが必要と

される。

　表層土が全くない地域では，表層土を形成するために，稲わら，遅効性の有機質肥料の混入な

どによる腐植分形成を行ない，表層土をつくることが第1に必要とされる。

　　（3）植栽樹種の選定

　箱根仙石原地区はブナクラス域下部に位置し，冬でも緑の葉をもつ常緑広葉樹林ヤブツバキク

ラス域との境界部にあたる。したがって，夏緑広葉樹林構成種とともに常緑広葉樹林構成種のう

ちの水平的には北方付近に生育する種，あるいは垂直的には上限付近に生育するアカガシなどの

種は，箱根仙石原に植栽されても生育可能である。

　Tab．65に箱根仙石原を中心とする周辺地域で植生調査された組成表とみとめられた群落単位

から箱根仙石原に生育が許容できる晶群を選び，階層別，植栽に対する樹種の生育形別に分類さ

れた。これらの種群より，目的に応じ，植栽法に応じ選定されることが望まれる。

　　（4）　マウンド形成
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Tab．65　箱根仙石原植栽可能種一覧表

　　　　（とくにマウンド上における植栽）

Geelgnete　Arte鷺f銭r　GrUnplanungen　im

fUr　den　Pflanzungen　auf　den　Dammen）

Gebiet　Hakone　Sengokuhara（besonders

高

木

欺

き

墓

9
乙●

『
け

低

木

層

3
欝

蚤

隆

邑

。

般
に
活
着
し

や
す
し・

）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

ブナ施9π56ブ8η碗α，ヒメシャラ5詑割α2ガαηzoπα46砂hα，オオイタヤメイゲツノ168プ5ん∫㍑一

5αωαηz〃π，　オオモミジ五〇6ノ’ノ）αZηzα∫μη3var．αηzoθ2膨醒，　ミヤマハハソM8Z∫05〃zα孟θ2zμ誌

エンコウカエデAo8プ2πoπo　vaf．2ηα7フη07層磁π2π，カマツカ　rbπ7『漉fα8ατ，”05σvaL　Zαθ窃5

カジカエデみご8r　6∫αろoZガ。π㎜，ヤマモミジA6θプρα♂2π硯πηz　var．2π硯5研zπプαθ　ナツハゼ

Vαごofπ∫z〃ηo認んαノπ距，コハウチワカエデAoθ2欄5励oZ読α徽2π，イロハモミジ・働6プρ認ηzα・

旗ηz，　コシアブラ　ノ16αη疏砂απα謬50∫認の）履yZZofげ85

ホウノキM㎎’ηoZ匁060η認α，エゴノキ5をy7”α¢ブ＠）oπfoα，ヤマボウシCo蹴z‘5ん。㍑5α　リ

ョウブ，α8’1L7’α加ノ』う加87男∫5，ミズキCoηzπ5‘oη診ノ』oη82・5α，コブシ．Mα92zo1∫αた。伽5，ナ

ツツバキ5詑割α漉αρ58z㎡oごα規8躍α，　マメザクラ乃‘襯郡f刀cf5α，　シキミπ砒加πプθ塗

gzo∫κ”L

クマシデCα4）∫πμ5ブ曜）oη∫oα，　イヌシデCα7ψ∫πz‘5彦56ん。π05窺∫，　リョウブCZθ疏78αゐα7『う∫一

2z87加∫，アカシデCαψ加π5如謬解b28α，アオハダ刀6エ規αoプ（～♪044，ナツツバキ5詑割α所α

ρ5θμ400α配8”α，ヒメシャラ5．刀zoπα虚々涜α

クリCα∫彪π8αcr8／zα如，　コナラ◎‘θノτμ5587’7鷹α，　ミズナラQπ87τ～‘5〃30πgoZ廊αvar・

gプ0∬θ∫θ2γ認α，マンサクHα規αη昭臨ノ砂0η蜘，アオダモ乃η忽’η硲Zα溜g加05α，シラキ

5⑫毎ノπゴ＠0刀ガ‘πη3

ケヤキZ8Z如澱56〃α’α，サワシバCαノψ∠ηZ‘∫‘02r伽彦α，ホウノキMαg／zoZ如0う0ηα如，キ

ハダ銑8”0462Z4ア躍0ηα襯〃傅θπ58，アワブキM8Zfo∫2ηαη姻万απ’んα

アカガシ（2κθ7℃配5配麗α，　カヤ　乃ププ6ッαηπ‘旋7旧α，　モミ　．Aう館5プΣ1フπα，　シキミ　π痘0∫Z〃π

7’8z忽。∫撚

②

③

⑤

⑦

アプラチャンRη層αう6πgo加ρ7再αθ60¢，ミヤマガマズミV葡雄2zπη3ωr碧履∫，クロモジL∫π一

4即α即zうθZZα彪，ヤマグワMo耀5ゐ。刀ψyof5，ガマズミ脇6μプπμ7πゴ∫嬬磁z↓ηz，イボタノキ

ゐ∫gμ5彦プκηzo麓μ∫ケb距z477z，　ミツノミウツギ5’4）履yZθαう脚ノzζ記盈τ，　カナウツギ　5孟ゆんα刀α刀ゴプα

如παんα8，　ヤブデマリ　V葡κ7’πμ㎜1）♂云。α‘π〃凄var．オ。ηz8η‘05μ〃3，　ヤマコウ！ミシ・Lfηゴ8’”α

gZαμ‘α，ニシキギEπoア叱yη耀5αZα旗5，コバノガマズミ聾みκノブ膨ηzθ7叩05z〃3　f．ρππ‘’漉κ7π

花BlumenlウツギZ）8雄螂αoア『8πα如，コゴメウツギ5ご〔ψんαηαη47鳥α加。ガ5α，ヤマアジサイ

Hy47¶αη98αηzα61r砂1妙ZZαvar．α‘躍π〃Z認α，ニシキウツギV距∫9εZα486028α，フジV曜5孟6万α

ヌ07’∫∂襯ぬ，ノイバラRo5αη観髭卯0プα，サンショウバラ1～05α肋叡♂α，フジイバラRo5α

Zκ‘fα8var4頑5αηθπ5∫5，ヤマツツジR肋404εη42’0πんαθηψ彦74ゴ，ヤブデマリ琉伽曾η翻

！》Z∫6α顔那vaL‘oηzθη彦03μ鋸，　ウグイスカグラLoηf6θノ』αgrα認ψ6∫var．　gZαゐ7’α，　フジウツ

ギB訂正4Z印娩ノ妙0π比α，　ノリウツギ理ソ爵層απg8αρα短（溜Zα’α，キブシ5’αご履yπプπ5ρプαθ00エ，

ツクバネウツギ∠4う6たα塑α疏πZ認α

実恥rchte：ミヤマガマズミV16z‘29πz〃慣ω4∫9ん読，ガマズミVf伽ブηz侃4漁’砿κ7π，ヤマグワ

ルfo7噌～‘5ろ。〃3～妙。∫5，ムラサキシキブCαZ♂∫o即♪αノ＠07彦∫oα，ツリバナEz‘o型η臨5侃惣＞1殴y”z‘∫，

マユミEπ0覆y那π55ガθ60z読απ螂，ハコネグミEZα6αgηZ63ηZα彦∫πη0αηα，ニシキウツギw「8ム

g8ぬ4θ00プα，キブシ5∫α0妙πプμ5∫ガαθ60灘

サンショウZ伽漉。澱y伽加ρψθプf頗ノπ，スズタケ3α5αう。紹α傭

ヤブツバキCαηzθZZ∫αノ妙。加。α，　アセビ湾θ2¶f5ブ妙。ηf侃，　ヒイラギ05ηzαη疏z‘5／z8ご8ノ・o・

ρ勿ZZπ5，ハイシキミ3んカπ〃z如ノ妙。η∫cαvar．∫π詑1・〃3α♂∫αf，ブ砂6π5，　ミヤマシキミ5肋2L・

ノ2毎αノ4》0η∫Cα，　シキミ　1ZZ釦∫π2πアで左9∫05Z6η3
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③花Blumen：ツルアジサイ恥4プ例9即ρθ∫∫・Zαr∫3，イワガラミ＆ん琵⑳加492ηα1姻4㍑η9θ・∫一

　485，エイザンスミレ防oZαθ詑απ飢廊，タチツボスミレV観αg轡0ごθプα5，ミヤマスミレ

　　腕oZα5θZ飯漉だ，コアジサイ1硬y4プαπ9θα海πα

⑤ツルアジサイ均4㍑η9印ρ痂oZα溶，イワガラミ＆漉0ρ加α9ηZα1りみ朋98・∫4θ∫，イト

　　スゲCαプ薦プ診プηα妨伽α，⑦の種

⑦ツルマサキEz40ηツ〃3265プbπ観6f　var」α4∫‘磁∫，ミヤマカンスゲCαプ砿40Z読05‘㏄妙α

　var．　gZαろθ〃〃πα，キヅタHθ48rα7ん0ηめ8α，オオバジャノヒゲQか痂（ψ090π15！αη∫50＠μ∫，

　　ジャノヒゲ（妻》痂（4）08’oπノ曜）oηfc郡5，フッキソウ翫1叱y5αη4プα詑プη3勿αZ∫5

注①
　②
　③
　④
　⑤
　⑥
　⑦

やや海抜が高い立地に生育するが，生育は可能
秋季紅黄葉の美しいもの
花実期が楽しめる
樹皮が楽しめる
一般に生長しやすく繁殖力の旺盛な種
適湿地を好む
常緑の種

　新しく植栽を行なう地域では，表層土が復元されている地域，保持されている立地はほとんど

ないといっても過言ではない。また平地に植栽するには排水などの問題が生じる。環境保全林を

形成するには，さらにできるだけ広い用地が必要とされる。したがってこれらの条件が十分充た

されるためには，マウンド方式にし，表層土を復元し，カマボコ状のマウンド形態による，排水

の機能を考慮し，さらに平地に対するよりも広く面積を確保できるという相乗効果を利用するこ

とが効果的である。

　　　　　　　　　　　　　　　　〆＜　　　　　　　　　　§＼

　　　　　　艇zz2＿．．＿．，．＿

／ ＼
　　　　Fig．41　マウンド造成と表層水流の様式例
K面stliche恥ge1．Bildung　und　oberfl吾chllch　abflieBendes　Wasser

　　（5）　苗木選定

　環境保全林形成に際しては，植生学的理論に基き，小さくとも将来高木となる高木林形成樹種

を中心に選定する。樹種についてはすでに述べられたが，苗木については幼苗を使い密植する方

が，将来活着，確実な早期生長が期待できる。

　従来の苗木は，養生圃（面面）であらかじめ1．0～5．Om程度大きくなった苗木あるいは成木を，

熟練した職人の手によって堀りとり，主根を切り，ワラ又は菰で根のまわりの土が落ちないよう

に根巻きをし，さらに上部の本体も蒸散作用を防ぐため枝や幹を切り落し，葉を落とし運搬され

植栽された。この従来の方法は，木をささえる役割とする支根や直根が切られ，さらに堀り取り

の際に樹木にとってもっとも重要な，養分，水分を吸収する細根が，スコップなどにより切りと
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られてしまう。したがって，樹勢がきわめて弱まる。また支根，細根の欠除は，冬季の低温，季

節風の強い風に対する抵抗力が弱い。

　樹勢が弱っている苗木は，従来は，水分蒸散作用をできるだけ防ぎ，支根が活（養）養し，安

定するように幹巻きなどを行い，その上支柱などの養i生作業をあわせて行ってきた。したがって

仙石原でも数年経ても支柱がとれない植栽木が多い。

　したがって苗木を選定する際には，ポット苗を利用するか，あるいは苗圃よりもってくる苗木

は支根，細根をでぎるだけ傷つけていない，頂枝を切っていない樹姿の形のよい苗木を選定する

ことが必要とされる。さらにできるだけ幼木で0．5～0．8m前後のポット苗のように群落が土と共

に完全な苗を多く密植する。以下に従来の苗木とポット苗の利点，欠点の比較が示される。

　従来の苗木では以下の問題点があげられる。

　（1）樹勢が劣っているため，回復し生長を開始するまでに最低2～3年の年月を必要とする。

　（2）樹種により活着率が低い。

　（3）上部の葉や枝が落とされるため樹冠が地表をおおうまで長い年月を要するので，森林内の

　　閉鎖性が保たれず，林内微気侯が撹乱されるため除草などの人間による管理作業がかさみ，

　　しかも長い年月にわたって必要になってくる。

　（4）支柱等の養生（補助）作業が長い年月の問必要となる。

　（5）多種類の樹種の調達が，短い期閲では困難である。

　（6）植栽木の購入費，植栽費用，その後の維持，管理費用が相乗的にぼう大となる。

　⑦　大面積の植栽，とくに傾斜地の植栽では工期が長くかかり，困難である。立地が安定する

　　までに時間がかかる。

　（8）樹種によって植栽時期が限定され，それ以外の期間に植栽すると，活着率の一層目低下を

　　きたす。そのため，植栽工事期間が限られてしまう。

　生態学的な環境保全林の広い面積にわたる創造のような大規模植栽には，将来高木に生育する

幼苗木（樹高0．3～L5m程度の2～3年生のもの）の密植による植栽方法が数々の有利な点を見

いだせる。この苗木を使用する際にも，養生畑（苗圃）より直接移櫨するような細根，直根を切

ったものではなく，ポット栽培による苗木を使用する方が，移植が容易で，生育が着実で，もっ

とも効果的である。

　ポット栽培による苗木とは，移植時に根群の損傷をさけ，樹勢の劣るのを防ぐため，あらかじ

め，ビニール，プラスチック等の容器の中で苗木を種子から，あるいは1年生の幼苗を移植して，

容器内に根が充満している健全な苗木を，植栽現場で，容器をはずして，そのままの状態で植え

こむ。したがって，植栽した時点から生育を続けるので，移植時の生長阻害が従来の苗木植栽よ

り格段に少なく，以下のような数々の利点をもつ。

　（1）従来の苗木に比較し根を痛めることが全くないため，活着率がほとんど！00％に近い。

　（2）根が痛まないため，移植と同時に生育をはじめ，年間の伸長率が高い（上部の枝葉も一切
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　　勢激しない）

　③　移植時に生育が止まることがないので，2～3年で地表を密閉し，戸内微気態を保守でき

　　る。

　（4）密植が可能で，多くの樹種を混生できる。

　⑤　1本1本の支柱等の必要はない。しかし，風の強い場所では防風ネットまたは，マント群

　　落をかねた防風用の生垣などのマント群落の形成が勧められる。

　（6）移植（植え込み）の際に，特に高度な専門的な技術を必要としない。

　⑦　運搬が容易で荷いたみが少ないので，長距離の運搬ができる。しかも大量運搬ができる。

　（8）大面積植栽，急傾斜地植栽が短い工期で可能である。

　（9）移植時期を選ばない。

　00　あらゆる経費が安く，将来確実に環境保全林を形成する。

　⑳管理は最：大3年間ですむ。植栽後3～5年目以降は全く管理費がかからない。

　ポット苗においても，樹形が良好であるものは最大の生長率を示す。幹の頭が切られていない

こと，支根が切られていないこと，毛根が発達していることの3条件が必要とされる。このよう

な理想的な苗木も，必ず潜在自然植生に合った立地に各種類が植栽されることが必要である。

　さらに苗木選定の際には，植栽対象地域よりも気温の低い地域で育苗されたものを使うことが

より好ましい。

　　（6）　耳玉　　栽　　法

　箱根仙石原は自然環境で示されたように，気候的には冬季の低温，強風などきわめてきびしい

環境条件下にある。したがって，人為的に植栽し，管理費の要らない手法で，より自然に近い森

林を復元するにはきわめて困難である。しかし，周辺の豊かな自然及び半自然景観と調和した環

境保全林を形成することは，人工的に景観を変化させる，あるいは変えてしまった我々が受けも

たされる，基本的に必要とされる課題でもある。立地に適した郷土種を立地の差に応じ植栽し，

より安定した自然及び半自然景観を形成復元することが期待される。

　冬季の低温，強風に耐えられるためには，とくに防風効果をあげる低木によるマント群落の形

成，できるかぎりのポット苗の利用，成木よりも幼木の密植，表層土の復元などが基本的条件とさ

れる。とくに，一鞭越す前に活着するためにはできる限りポット苗を利用し，支根による定着を促

す。またポット苗がない場合は，比較的育成されている常緑広葉樹の幼苗で仙石原に適した種の

ポット苗を並立すると効果的である。風衝が強い面には数列ポット苗による防風用生垣を植えこ

む。その間にしっかりした高木になる苗木の幼苗を1㎡セこ1．5～2本植栽する。もっとも外側には

枝ぶりが広がり密植される樹種による生垣を形成し，風衝を少しでも柔らげる（植栽配分図参照）。

　さらに冬季の低温に対しては，敷ワラによる地熱の放熱の防ぎょ，あるいは保水作用を促進さ

せる。敷ワラに限られずむしろ，枯草でも代用させられる。

　植栽地の条件としてはできるだけ早く活着させるために表層土を必ず30cm以上復元することが
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高木になる種をとりまぜ1㎡に
1．5～2本植栽する
Mit　der　Zeit　groBwach5ende
lunge　Baumchen．　Pro　l　m2

so11en　1．5－2　Baume　dicht

ausgepflanzt　werden

単位：cm

　　　　　　樹高。．5ん1nlの菖1㎡に1，5－2本
　　　　　　Pro　l　m2　soilen　1。5－2　junge

　　　　　　Baume，d玉e　in　T6P壬en　ausgesat
　　　　　　sind，ausgepflanzt　wer（玉en

A　l
　　石垣　I

　　Steinmauer
低木による生燈
Hecke　mit　St濾uchern

Fig，42植栽配分図
　　Plan　der　Bepflanzung

必要とされる。

　以下に植栽時，植栽後の注意を要約する。

　（1）表層土の機能を十分に発揮させるために，有機質の補充，すなわち稲ワラ，刈草等を植栽

　　後敷き込む。

　（2）敷きワラが十分であれぽ，灌水の必要はほとんどないが植栽直後，および翌年の夏季の乾

　　燥期には必要に応じて灌水を行なう。

　（3）施肥はできる限り有機質の形で与える。

　（4）病虫害が発生した場合は駆除を行なう。

　（5）勢定整姿，また支柱等は，とくに必要としない。しかし，風の強い場所では，防風ネット

　　等の使用も必要となってくる。

　（6）樹冠がうっべいするまでの2～3年は，1年に2回程度の除草が必要である。しかしこの

　　場合，抜きとった，あるいは刈り取った雑草は，捨てないで，そのまま苗木の間に敷き込ん

　　で敷きワラと同様な効果を果たさせるように配慮する。

　　（7）管　　理

　一般に造園業では樹木あるいは植栽地の維持管理は，灌水，施肥，除草，病虫害駆除，枝打ち，

勢定，整姿など多くの手が必要とされる。しかし大面積の環境保全林を創造する場合，これらの

管理を長年実施するには，莫大な経費などが半永久的に必要とされる。したがって，環境保全林
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○一

i・・

喬。、回議。3・，瑚

畠　　　土
Bergb。d。。50・m

粗　　　材
Verschiedene噛Rohstoffe
wie　Kies　u．　Schutt
（石・く・ずなど）

C B A

敷ワラを5－10cmの
厚さに敷く（1㎡に6kg）

Auf　de凱Boden
mit　Stroh－Bedekung

　境界部を混ぜる

　Zwischen　den　Grenzen
　soll　gut　gemischt

　werden

注①
　②
　③

　　A：目的により草本層の種を播種あるいは植栽（ソデ群落）

　　B：低木をチドリに密植し，生垣状に植える。

　　　　防風効果や直射光の侵入を防ぐ（マント群落）。

　　C：高木林構成種を植栽する。

苗はポット苗が基本

種は常緑植物を5～40％高木層や低木溜混話する。

高木を（4～5m）植栽する場合は小さい苗も写植する。

　　　　　　　　　Fig．43植栽の一例
　　　　　　　　　　Ein　Beisp玉el　der　Pflanzung

　　　　A：Aussaat　bzw．　Pflanzung　von　Krautern

　　　　B：Pflanzung　von　Hecke鷺（Mantelgesellschaft）

　　　　C：Pflanzung　von　Baumarten

　　　　①Die　Pflanz王inge　sollten三m　Topf　ge20gen　sein

　　　　②Der　Anteil　immerg痴ner　Geh61zarten　sollte　5～40男betragen

　　　　③Zwischen　den　4～5　m　hohen　Baumarten　sollten　auch　kleinere

　　　　　　Pflanzlinge　gepflanzt　werde且

を創造する場合は，ちょうど，その立地に適した森林が自分の力で生育し，自然林を形成してゆ

くのと同じように，人間の手を加えなくとも自然の力で生長するように考慮することが必要とさ

れる。そのためには，苗木選定及び植栽法で述べられたように苗木植栽法を守り最低3年間で管

理費不要にできるように，表層土保持，郷土種の選択，多層構造を主とした植栽，密植，ポット

苗木の植栽が最低条件として守られなければならない。　　　　　　　　　　　　　　（藤原）
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お　わ　り　に

　箱根仙石原については，1967年より機会あるご．とに植生調査が数回行なわれてきたが，1978年，

1979年にかけて行なわれたような本格的な総合調査や植生図化は今回がはじめての試みである。

また今回の調査資料は，現在の時点でのもっとも詳細かつ新しい鼠でみた植生の分布，群落構造

をおさえた基礎資料である。したがってこれから数年後に再び，同様な規模で，同様なスタッフ，

同様な細密な調査が行なわれる際には，湿原植生の動態，仙石原における人為的影響の広がり，

自然の回復状態などが生態学的により新しく解明されることと考えられる。回報が箱根仙石原の

自然環境を理解する基礎資料となり，今後の開発や保護，保全に対しての科学的指標とされれぽ

幸いである。　　　　　　　　　　　　　　　　，

ZusammenfaBung

　Uber　die　Vegetation　auf　dem　Hakone　Sengokuhara－Moor　wurde　seit　1967　gelegentlich

von　uns　stud玉er£．　Vo皿1978　bis　1979　wurde　im　Ge1甑de　e沁gehende　gesamte　Vegetat圭ons－

forschung　durchgef銭hrt，　und　auf　den　Karten　mit　der三n　MaBs£ab　1：500，1000　u．10000

genaue　Verteilung　der　Vegetation　dargeste11も．

　Die　vorliegenδe　Arbeit　mit　den　3　Vegetationskarte登sind茸ber　d量e　Verbrei加ng　der　Vege－

tation，　Gesellschaf婁str羅ktur，　Bezieh登ng　zwische捻der　Pflanzengesellschafte無undδer　Umwelts．

bedingunge簸besonders　Wasserhaushalt　des　BodeRs　sowie　Wirkunge職den　der　verschiedenen

menschlichen　EinfiuBe　diskut圭ert．

　Diese　heutige　vegetationskundliche　Dokument　sollte　nach　einigen　Jahre鷺wieder　mit　der

gleichen　Forschungskraft　und　gleichell　Genaulichkeih騰Gelanude　s£udieren．　Dam圭t　w玉rd

das　Vegetationsdynamik，£influB　der　measchlichen　Wirkungen　sowie丑atUrliche　Restaura．

t玉on　der　Vegetation　mehr　sachlich　erfaBen　k6nnen．
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